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【 部 門 区 分 】 第 ７ 部 門 第 １ 区 分
【 発 行 日 】 令 和 4 年 9 月 2 0 日 ( 2 0 2 2 . 9 . 2 0 )
　
【 国 際 公 開 番 号 】 W O 2 0 2 1 / 1 7 2 2 6 2
【 出 願 番 号 】 特 願 2 0 2 2 - 5 0 3 6 0 0 ( P 2 0 2 2 - 5 0 3 6 0 0 )
【 国 際 特 許 分 類 】
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   Ｈ ０ ５ Ｂ 3 / 7 4 ( 2 0 0 6 . 0 1 )
   Ｈ ０ ５ Ｂ 3 / 2 0 ( 2 0 0 6 . 0 1 )
   Ｈ ０ ５ Ｂ 3 / 2 8 ( 2 0 0 6 . 0 1 )
【 Ｆ Ｉ 】
　 Ｈ ０ ５ Ｂ 3 / 1 2 　 　 　 Ｂ 　 　 　
　 Ｈ ０ ５ Ｂ 3 / 7 4 　 　 　 　 　 　 　
　 Ｈ ０ ５ Ｂ 3 / 2 0 ３ ５ ６  　 　 　
　 Ｈ ０ ５ Ｂ 3 / 2 8 　 　 　 　 　 　 　
　
【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 令 和 4 年 7 月 2 9 日 ( 2 0 2 2 . 7 . 2 9 )
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 次 に 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。 図 １ は 本 実 施 形 態 の 静 電 チ ャ ッ  
ク ヒ ー タ １ ０ の 斜 視 図 、 図 ２ は 図 １ の Ａ － Ａ 断 面 図 、 図 ３ は 抵 抗 発 熱 体 １ ６ を 平 面 視 し た  
と き の 説 明 図 （ 矩 形 内 は 部 分 拡 大 図 ） 、 図 ４ は 図 ３ の 矩 形 内 に 示 し た 部 分 の 斜 視 図 、 図 ５  
は 図 ３ の Ｂ － Ｂ 断 面 図 、 図 ６ は 傾 斜 角 度 α の 求 め 方 の 説 明 図 、 図 ７ は ヒ ス ト グ ラ ム 、 図 ８  
は 凸 部 Ｒ ｍ の 裾 の 幅 の 求 め 方 の 説 明 図 、 図 ９ は 抵 抗 発 熱 体 １ ６ の カ ー ブ 部 分 の 平 面 図 で あ  
る 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 本 実 施 形 態 で は 、 抵 抗 発 熱 体 １ ６ は 、 一 方 の 端 子 部 １ ８ か ら 他 方 の 端 子 部 ２ ０ ま で が 複  
数 の 区 間 Ｓ に 分 割 さ れ 、 区 間 Ｓ ご と の 抵 抗 発 熱 体 １ ６ の 表 面 に 、 凹 溝 Ｒ が 設 け ら れ て い る  
。 凹 溝 Ｒ の 幅 の 広 い 区 間 Ｓ は 、 抵 抗 発 熱 体 １ ６ の 断 面 積 が 小 さ く な る た め 抵 抗 が 高 く な り  
発 熱 量 が 大 き く な る 。 凹 溝 Ｒ の 幅 の 狭 い 区 間 Ｓ は 、 抵 抗 発 熱 体 １ ６ の 断 面 積 が 大 き く な る  
た め 抵 抗 が 低 く な り 発 熱 量 が 小 さ く な る 。 そ の た め 、 各 区 間 Ｓ の 凹 溝 Ｒ の 幅 を 調 整 す る こ  
と に よ り 、 抵 抗 発 熱 体 １ ６ の 区 間 Ｓ ご と の 発 熱 量 を 目 標 発 熱 量 に 一 致 さ せ て い る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 次 に 、 静 電 チ ャ ッ ク ヒ ー タ １ ０ の 製 造 例 に つ い て 説 明 す る 。 図 １ ０ は 静 電 チ ャ ッ ク ヒ ー  
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タ １ ０ の 製 造 工 程 図 、 図 １ １ は 抵 抗 発 熱 体 前 駆 体 ６ ６ に 凹 溝 Ｕ を 形 成 す る 工 程 の 説 明 図 、  
図 １ ２ 及 び 図 １ ３ は 抵 抗 発 熱 体 前 駆 体 ６ ６ の 幅 方 向 を 含 む 面 で 抵 抗 発 熱 体 前 駆 体 ６ ６ を 垂  
直 に 切 断 し た と き の 線 溝 ６ ８ 及 び 凹 溝 Ｕ の 断 面 図 、 図 １ ４ は 抵 抗 発 熱 体 前 駆 体 ６ ６ の 長 手  
方 向 を 含 む 面 で 抵 抗 発 熱 体 前 駆 体 ６ ６ を 垂 直 に 切 断 し た と き の 隣 合 う 凹 溝 Ｕ 同 士 の 連 結 部  
の 断 面 図 で あ る 。 以 下 に は 、 セ ラ ミ ッ ク 基 板 １ ２ と し て ア ル ミ ナ 基 板 を 用 い る 場 合 を 例 に  
挙 げ て 説 明 す る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ４ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 隣 合 う 区 間 Ｔ （ Ｔ １ ， Ｔ ２ ） の 凹 溝 Ｕ （ Ｕ １ ， Ｕ ２ ） 同 士 は 、 重 な ら な い よ う に 形 成 す  
る 。 そ の 結 果 、 図 １ ４ に 示 す よ う に 、 抵 抗 発 熱 体 前 駆 体 ６ ６ の 長 手 方 向 を 含 む 面 で 抵 抗 発  
熱 体 前 駆 体 ６ ６ を 垂 直 に 切 断 し た 断 面 を み た と き 、 隣 合 う 区 間 Ｔ （ Ｔ １ ， Ｔ ２ ） に 設 け ら  
れ た 凹 溝 Ｕ （ Ｕ １ ， Ｕ ２ ） 同 士 の 連 結 部 に は 、 裾 の 長 さ が ９ ５ μ ｍ 以 下 の 山 形 状 の 凸 部 Ｕ  
ｍ が 形 成 さ れ る 。 区 間 Ｔ １ に 形 成 さ れ た 凹 溝 Ｕ １ の う ち 区 間 Ｔ １ と 区 間 Ｔ ２ と の 境 界 に 近  
い 側 壁 面 （ 傾 斜 面 、 傾 斜 角 度 β ） の 頂 点 は 、 Ｕ 溝 Ｕ １ を 形 成 す る 前 の 抵 抗 発 熱 体 前 駆 体 ６  
６ の 高 さ の ま ま で あ る 。 区 間 Ｔ ２ に 形 成 さ れ た 凹 溝 Ｕ ２ の う ち 区 間 Ｔ １ と 区 間 Ｔ ２ と の 境  
界 に 近 い 側 壁 面 （ 傾 斜 面 ） の 頂 点 は 、 Ｕ 溝 Ｕ ２ を 形 成 す る 前 の 抵 抗 発 熱 体 前 駆 体 ６ ６ の 高  
さ の ま ま で あ る 。 つ ま り 、 凸 部 Ｕ ｍ の 高 さ は 、 凹 溝 Ｕ １ ， Ｕ ２ の 深 さ と 一 致 す る 。 こ の よ  
う に す る に は 、 区 間 Ｔ １ と 区 間 Ｔ ２ と の 境 界 に ガ ウ シ ア ン 形 状 の レ ー ザ 光 ３ ２ が か か ら な  
い よ う に し て 、 凹 溝 Ｕ １ ， Ｕ ２ を 形 成 す る 。
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